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1. 2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 9,754 △15.1 138 △82.6 88 △88.3 34 △95.5

2020年3月期第2四半期 11,491 32.4 797 164.4 753 149.5 764 ―

（注）包括利益 2021年3月期第2四半期　　△18百万円 （―％） 2020年3月期第2四半期　　749百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第2四半期 2.57 ―

2020年3月期第2四半期 56.70 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 25,152 7,239 28.8

2020年3月期 21,117 7,460 35.3

（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 7,239百万円 2020年3月期 7,460百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

2021年3月期 ― 0.00

2021年3月期（予想） ― 15.00 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,500 0.6 1,500 3.9 1,400 1.1 1,300 △1.5 96.46

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

（注）特定子会社の異動に該当しない子会社の異動につきましては、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務

　　　諸表に関する注記事項（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に

　　　特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Q 21,063,240 株 2020年3月期 21,063,240 株

② 期末自己株式数 2021年3月期2Q 7,586,081 株 2020年3月期 7,586,081 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Q 13,477,159 株 2020年3月期2Q 13,477,295 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

　なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの

　将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、ＩＴ化が一層進む「教育」市場、中国を中心に自動化ニーズが高まる「ＦＡ」市場、高度化が

求められる「医療」市場、セキュリティや自動車関連などのマーケットがさらに進化する「安全・生活」市場の４

つの市場を重点市場と定め、活動を強化しております。 

当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高9,754百万円（前年同四半期比15.1％減）、営

業利益138百万円（前年同四半期比82.6％減）、経常利益88百万円（前年同四半期比88.3％減）となりました。親会

社株主に帰属する四半期純利益は、事務所移転に伴う移転補償金89百万円を計上する一方、法人税等が139百万円で

あったこと等により34百万円（前年同四半期比95.5％減）となりました。

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

 

① 光学事業

光学事業は、教育市場向けに書画カメラや電子黒板を販売することを主力事業としております。学校設備は、

文部科学省主導でＩＣＴ機器の導入を進めており、市場は拡大しています。しかしながら、新型コロナウイルス

の感染拡大で夏休みが短縮する等の影響を受け、電子黒板などの納入・設置工事が後ろ倒しになったことによ

り、下期以降の業績に貢献する見込みです。また、Ｍ＆Ａ費用の一時費用を計上しました。 

これらの結果、光学事業における当第２四半期連結累計期間の売上高は6,181百万円（前年同四半期比23.3％

減）、営業利益は103百万円（前年同四半期比81.7％減）となりました。

② 電子事業 

電子事業の売上高は、主力事業であるＦＡ関連機器が、設備投資意欲が後退し市況が悪化するも、労働力不足

から来る自動化・省力化ニーズは高く、前期並水準を維持しました。また、前期に買収した企業が売上に貢献し

ました。一方、利益面では価格競争の激化や工場操業度の低下により利益率が悪化しました。 

これらの結果、電子事業における当第２四半期連結累計期間の売上高は3,573百万円（前年同四半期比4.1％

増）、営業利益は81百万円（前年同四半期比63.3％減）となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は17,598百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,090百万円

増加いたしました。これは主に連結の範囲の変更により、現金及び預金が618百万円、受取手形及び売掛金が693

百万円、商品及び製品が405百万円、仕掛品が164百万円、原材料及び貯蔵品が445百万円増加したことによるも

のであります。固定資産は7,554百万円となり、前連結会計年度末に比べ944百万円増加いたしました。これは有

形固定資産が48百万円、無形固定資産が575百万円、投資その他の資産が320百万円増加したことによるものであ

ります。

この結果、総資産は25,152百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,034百万円増加いたしました。

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は15,644百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,527百万円

増加いたしました。これは主に連結の範囲の変更により、支払手形及び買掛金が508百万円、短期借入金が3,587

百万円増加したことによるものであります。固定負債は2,268百万円となり、前連結会計年度末に比べ271百万円

減少いたしました。これは主に長期借入金が210百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は17,912百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,255百万円増加いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は7,239百万円となり、前連結会計年度末に比べ221百万円減

少いたしました。これは主に利益剰余金が167百万円、為替換算調整勘定が56百万円減少したことによるもので

あります。

 この結果、自己資本比率は28.8％（前連結会計年度末は35.3％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、2020年５月15日の「2020年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想から変更はありません。

 なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,953,260 5,571,787 

受取手形及び売掛金 4,249,241 4,943,075 

電子記録債権 795,262 721,374 

商品及び製品 1,598,224 2,003,480 

仕掛品 915,304 1,079,747 

原材料及び貯蔵品 1,358,005 1,803,122 

その他 667,873 1,534,911 

貸倒引当金 △29,014 △59,111 

流動資産合計 14,508,158 17,598,389 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 952,949 967,245 

土地 2,495,163 2,492,713 

その他（純額） 552,029 588,456 

有形固定資産合計 4,000,141 4,048,415 

無形固定資産    

のれん 970,357 1,556,642 

その他 390,002 379,613 

無形固定資産合計 1,360,359 1,936,256 

投資その他の資産    

その他 1,341,666 1,654,534 

貸倒引当金 △92,628 △85,053 

投資その他の資産合計 1,249,038 1,569,481 

固定資産合計 6,609,539 7,554,153 

資産合計 21,117,697 25,152,542 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,367,270 2,875,509 

短期借入金 7,048,532 10,635,732 

未払法人税等 227,538 122,645 

賞与引当金 321,264 327,285 

その他 1,152,075 1,683,330 

流動負債合計 11,116,679 15,644,502 

固定負債    

社債 50,000 50,000 

長期借入金 1,851,202 1,640,841 

退職給付に係る負債 380,197 334,031 

その他 258,685 243,304 

固定負債合計 2,540,085 2,268,177 

負債合計 13,656,764 17,912,679 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,500,000 2,500,000 

資本剰余金 3,486,269 3,486,269 

利益剰余金 2,998,177 2,830,679 

自己株式 △1,917,421 △1,917,421 

株主資本合計 7,067,025 6,899,528 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 11,912 17,874 

為替換算調整勘定 368,509 311,637 

退職給付に係る調整累計額 13,484 10,823 

その他の包括利益累計額合計 393,907 340,334 

純資産合計 7,460,933 7,239,862 

負債純資産合計 21,117,697 25,152,542 

 

- 5 -

テクノホライゾン㈱（6629）　2021年３月期　第２四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

売上高 11,491,898 9,754,415 

売上原価 8,279,002 7,051,059 

売上総利益 3,212,895 2,703,355 

販売費及び一般管理費 2,415,325 2,564,553 

営業利益 797,570 138,802 

営業外収益    

受取利息 1,488 3,133 

受取配当金 836 937 

持分法による投資利益 20,193 － 

不動産賃貸料 7,530 6,474 

貸倒引当金戻入額 － 6,500 

その他 8,915 14,658 

営業外収益合計 38,964 31,704 

営業外費用    

支払利息 18,390 24,556 

為替差損 59,944 36,014 

持分法による投資損失 － 4,104 

その他 4,738 17,406 

営業外費用合計 83,073 82,081 

経常利益 753,460 88,425 

特別利益    

固定資産売却益 231,708 － 

投資有価証券売却益 50 － 

移転補償金 － 89,195 

特別利益合計 231,758 89,195 

特別損失    

固定資産売却損 1,083 － 

固定資産除却損 393 2,996 

その他 － 164 

特別損失合計 1,477 3,161 

税金等調整前四半期純利益 983,741 174,460 

法人税等 219,623 139,800 

四半期純利益 764,117 34,659 

親会社株主に帰属する四半期純利益 764,117 34,659 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

四半期純利益 764,117 34,659 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,956 5,961 

為替換算調整勘定 △18,738 △54,720 

退職給付に係る調整額 3,203 △2,661 

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,630 △2,151 

その他の包括利益合計 △14,209 △53,572 

四半期包括利益 749,908 △18,912 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 749,908 △18,912 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 983,741 174,460 

減価償却費 199,919 205,105 

のれん償却額 104,863 126,843 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,810 1,148 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △65,109 △74,368 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,584 △9,163 

受取利息及び受取配当金 △2,324 △4,071 

支払利息 18,390 24,556 

投資有価証券売却損益（△は益） △50 － 

固定資産除却損 393 2,996 

持分法による投資損益（△は益） △20,193 4,104 

固定資産売却損益（△は益） △230,624 － 

売上債権の増減額（△は増加） △1,066,447 62,121 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,264,771 △724,598 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,049,553 240,472 

その他 241,993 △177,735 

小計 △38,269 △148,127 

利息及び配当金の受取額 2,324 4,071 

利息の支払額 △18,876 △25,703 

法人税等の支払額 △246,543 △244,691 

法人税等の還付額 137,800 181,249 

営業活動によるキャッシュ・フロー △163,564 △233,200 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △243,216 △126,125 

有形固定資産の売却による収入 404,220 － 

無形固定資産の取得による支出 △38,281 △61,907 

投資有価証券の取得による支出 △776 △901 

投資有価証券の売却による収入 1,050 － 

貸付けによる支出 － △473,000 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△101,141 △1,368,025 

関係会社株式の取得による支出 － △208,544 

その他 2,566 29,765 

投資活動によるキャッシュ・フロー 24,420 △2,208,737 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,075,651 3,550,000 

長期借入れによる収入 100,000 200,000 

長期借入金の返済による支出 △411,519 △456,766 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △17,079 △15,926 

配当金の支払額 △53,909 △202,157 

財務活動によるキャッシュ・フロー 693,143 3,075,150 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,907 △14,685 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 542,092 618,526 

現金及び現金同等物の期首残高 2,068,294 4,953,260 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 9,966 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,620,353 5,571,787 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

 特定子会社の異動には該当しておりませんが、当社の連結子会社である㈱エルモ社が2020年７月３日付でEsco 

Pte. Ltd.の株式を取得したことに伴い、当第２四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。なお、

2020年９月30日をみなし取得日としたため、当第２四半期連結会計期間においては、貸借対照表のみを連結してお

ります。

 また、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当社の連結子会社である㈱タイテックが2020年７月15日付

で㈱ファインシステムの株式を取得したことに伴い、当第２四半期連結会計期間より連結の範囲に含めておりま

す。なお、㈱ファインシステムの決算日は２月末日であり、2020年８月31日をみなし取得日としたため、当第２四

半期連結会計期間においては、貸借対照表のみを連結しております。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、見積実効税率を使用できない会社については、法定実効税率を使用しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２   光学事業 電子事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 8,059,355 3,432,542 11,491,898 － 11,491,898 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

149,041 1,182,579 1,331,621 △1,331,621 － 

計 8,208,397 4,615,122 12,823,519 △1,331,621 11,491,898 

セグメント利益 564,333 221,232 785,566 12,003 797,570 

（注）１．セグメント利益の調整額12,003千円は、セグメント間取引消去328,417千円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△316,413千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２   光学事業 電子事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 6,181,190 3,573,224 9,754,415 － 9,754,415 

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

131,450 630,615 762,065 △762,065 － 

計 6,312,641 4,203,839 10,516,480 △762,065 9,754,415 

セグメント利益 103,492 81,082 184,574 △45,771 138,802 

（注）１．セグメント利益の調整額△45,771千円は、セグメント間取引消去327,631千円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△373,402千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

 「光学事業」セグメントにおいて、2020年７月３日付でEsco Pte. Ltd.の株式を取得したことに伴

い、当第２四半期連結会計期間より同社を連結の範囲に含めております。このことにより、のれんが

650,557千円発生しております。なお、のれんの金額は、当第２四半期連結会計期間末において取得原

価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。 

 「電子事業」セグメントにおいて、2020年７月15日付で㈱ファインシステムの株式を取得したことに

伴い、当第２四半期連結会計期間より同社を連結の範囲に含めております。このことにより、のれんが

62,571千円発生しております。 

 

 

- 10 -

テクノホライゾン㈱（6629）　2021年３月期　第２四半期決算短信


	tdzz
	20669529_20201030122455

